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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
ポンプフォーマーを用いて泡沫を吐出するエアゾール化粧料であって、１）１気圧２５℃
で液状の、ポリグリセリンモノ脂肪酸エステルに分類されないポリグリセリンの脂肪酸エ
ステルと、２）脂肪酸石鹸と、３）ジグリセリンモノ脂肪酸エステルとデカグリセリンモ
ノ脂肪酸エステルとの少なくとも２種のポリグリセリンのモノ脂肪酸エステル、を含有す
る水中油乳化形態を取る化粧料組成物を、ポンプフォーマー容器に充填したものであるこ
とを特徴とする、クレンジング化粧料。
【請求項２】
ジグリセリンモノ脂肪酸エステルとして、ジグリセリンモノラウレートを含有することを
特徴とする、請求項１に記載のクレンジング化粧料。
【請求項３】
デカグリセリンモノ脂肪酸エステルとして、デカグリセリンモノオレートを含有すること
を特徴とする、請求項２に記載のクレンジング化粧料。
【請求項４】
脂肪酸石鹸として、ヒドロキシ脂肪酸石鹸を含有することを特徴とする、請求項１～３の
何れか１項に記載のクレンジング化粧料。
【請求項５】
脂肪酸石鹸として、分岐脂肪酸石鹸を含有することを特徴とする、請求項１～４の何れか
１項に記載のクレンジング化粧料。
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【請求項６】
１気圧２５℃で液状のポリグリセリンモノ脂肪酸エステルに分類されないポリグリセリン
の脂肪酸エステルとして、ジグリセリンテトラオレートを含有することを特徴とする、請
求項１～５何れか１項に記載のクレンジング化粧料。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は乳化剤形の化粧料に関し、更に詳細には、クレンジング機能を有する、水性洗
浄泡沫化粧料として好適な乳化剤形の化粧料に関する。
【背景技術】
【０００２】
　化粧料に於ける洗浄行為は、通常は油性洗顔と水性洗顔の二つの工程を取っており、油
性洗顔を担う化粧料としては、液状油性成分を多く含有する、水中油乳化剤形のクレンジ
ング化粧料が存在し、水性洗顔を担う化粧料としては、石鹸や両性界面活性剤を洗浄剤と
する、水性洗浄料が存する。通常水性洗浄料は水とともにホイップさせて、得られた泡沫
を使用して洗顔を行うが、ホイップの手間を省くために、水性担体を予め加えて、これを
微細な孔より空気とともに噴出させることにより、泡として吐出する形態のポンプフォー
マー化粧料も登場している。
【０００３】
　化粧料分野の近年の傾向としては、化粧ステップの簡素化が目指されており、それを充
足する目的で、機能を複合化した化粧料の開発が推進されている。例えば、マッサージパ
ック化粧料（例えば、特許文献１を参照）、クレンジングパック化粧料（例えば、特許文
献２、特許文献３を参照）、更には、マッサージ機能を有する、油性洗浄料（例えば、特
許文献４を参照）等が例示できるが、クレンジング機能を有する水性洗顔料や、水性汚れ
を除去しうるクレンジング料の例は極めて稀である。これは、化粧料を構成する原料の性
質が広汎に及ぶため、これらを全て除去しうる洗浄料の開発は困難を極めるためである。
ましてや、水性洗顔料の特殊形態であるポンプフォーマー洗浄料においてはなおさらと言
わざるを得ない。即ち、化粧ステップの簡略化という観点で、油性汚れを落とせるポンプ
フォーマー水性洗浄料の開発は望まれていたにもかかわらず、実現されていないのが現状
であったと言える。
【０００４】
　一方、ポンプフォーマーを用いて泡沫を吐出するエアゾール化粧料であって、１）１気
圧２５℃で液状の油脂と、２）脂肪酸石鹸と、３）少なくとも２種のポリグリセリンのモ
ノ脂肪酸エステル、を含有する水中油乳化形態を取る化粧料組成物を、ポンプフォーマー
容器に充填した化粧料は全く知られていないが、ポリグリセリン脂肪酸エステルを含有す
る化粧料としては、発泡化粧料（例えば、特許文献５、特許文献６を参照）やクレンジン
グ化粧料（例えば、特許文献７を参照）への応用が知られている。又、ポンプ動作によっ
て泡沫状に化粧料組成物を吐出する、所謂「ポンプフォーマー容器」については、化粧料
分野では汎用されており、この様な容器の市販品すら存在する。（例えば、特許文献８、
特許文献９、特許文献１０、特許文献１１、特許文献１２を参照）
【０００５】
【特許文献１】特開平１１－３４１２９２号公報
【特許文献２】特開２００２－１８７７１５号公報
【特許文献３】特開平７－１７３０３３号公報
【特許文献４】特開２００１－２７８７４２号公報
【特許文献５】特開２００４－１６８７１４号公報
【特許文献６】特開２００４－８３４９８号公報
【特許文献７】特開２００４－８３４３８号公報
【特許文献８】特開２００３－９６４９２号公報
【特許文献９】特開２００２－８７９４２号公報
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【特許文献１０】特開２００２－４７１７２号公報
【特許文献１１】特開平１０－２１８７４４号公報
【特許文献１２】特開平９－２２７３４７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　本発明は、この様な状況下為されたものであり、油性汚れを落とせるポンプフォーマー
水性洗浄料を提供することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、この様な状況に鑑みて、油性汚れを落とせるポンプフォーマー水性洗浄
料を求めて、鋭意研究努力を重ねた結果、ポンプフォーマーを用いて泡沫を吐出するエア
ゾール化粧料であって、１）１気圧２５℃で液状の油脂と、２）脂肪酸石鹸と、３）少な
くとも２種のポリグリセリンのモノ脂肪酸エステル、を含有する水中油乳化形態を取る化
粧料組成物を、ポンプフォーマー容器に充填した化粧料がその様な特性を有していること
を見出し、発明を完成させるに至った。即ち、本発明は以下に示すとおりである。
（１）　ポンプフォーマーを用いて泡沫を吐出するエアゾール化粧料であって、１）１気
圧２５℃で液状の、ポリグリセリンモノ脂肪酸エステルに分類されないポリグリセリンの
脂肪酸エステルと、２）脂肪酸石鹸と、３）ジグリセリンモノ脂肪酸エステルとデカグリ
セリンモノ脂肪酸エステルとの少なくとも２種のポリグリセリンのモノ脂肪酸エステル、
を含有する水中油乳化形態を取る化粧料組成物を、ポンプフォーマー容器に充填したもの
であることを特徴とする、クレンジング化粧料。
（２）　ジグリセリンモノ脂肪酸エステルとして、ジグリセリンモノラウレートを含有す
ることを特徴とする、（１）に記載のクレンジング化粧料。
（３）デカグリセリンモノ脂肪酸エステルとして、デカグリセリンモノオレートを含有す
ることを特徴とする、（２）に記載のクレンジング化粧料。
（４）　脂肪酸石鹸として、ヒドロキシ脂肪酸石鹸を含有することを特徴とする、（１）
～（３）の何れかに記載のクレンジング化粧料。
（５）脂肪酸石鹸として、分岐脂肪酸石鹸を含有することを特徴とする、（１）～（４）
の何れかに記載のクレンジング化粧料。
（６）１気圧２５℃で液状のポリグリセリンモノ脂肪酸エステルに分類されないポリグリ
セリンの脂肪酸エステルとして、ジグリセリンテトラオレートを含有することを特徴とす
る、（１）～（５）の何れかに記載のクレンジング化粧料。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、油性汚れを落とせるポンプフォーマー水性洗浄料を提供することがで
きる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
（１）本発明の化粧料（化粧料組成物）の必須成分である、１気圧２５℃の条件下液状で
ある油剤
　本発明の化粧料は、ポンプフォーマーを用いて泡沫を吐出するエアゾール化粧料であっ
て、１気圧２５℃で液状の油脂を含有することを特徴とする。ここで、本発明に言う油脂
とは、透明状態で水の包含率が１０質量％以下の油性成分を意味し、具体的には、例えば
、マカデミアナッツ油、アボガド油、トウモロコシ油、オリーブ油、ナタネ油、ゴマ油、
ヒマシ油、サフラワー油、綿実油、ホホバ油、ヤシ油、パーム油、液状ラノリン、流動パ
ラフィン、スクワラン、プリスタン等の炭化水素類、イソステアリルアルコール、オレイ
ルアルコール、オクチルドデカノールなどの高級アルコール類、イソオクタン酸セチル、
ミリスチン酸イソプロピル、イソステアリン酸ヘキシルデシル、アジピン酸ジイソプロピ
ル、セバチン酸ジ－２－エチルヘキシル、乳酸セチル、リンゴ酸ジイソステアリル、ジ－
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２－エチルヘキサン酸エチレングリコール、ジカプリン酸ネオペンチルグリコール、ジ－
２－ヘプチルウンデカン酸グリセリン、トリ－２－エチルヘキサン酸グリセリン、トリ－
２－エチルヘキサン酸トリメチロールプロパン、トリイソステアリン酸トリメチロールプ
ロパン、テトラ－２－エチルヘキサン酸ペンタンエリトリット等の合成エステル油類、ジ
グリセリンテトラオレート、ジグリセリンジオレート、ジグリセリントリオレート、ジグ
リセリンテトライソステアレート、ジグリセリントリイソステアレート、ジグリセリンジ
イソステアレート、トリグリセリンペンタオレート、トリグリセリンテトラオレート、ト
リグリセリントリオレート、トリグリセリンジオレート、トリグリセリンペンタイソステ
アレート、トリグリセリンテトライソステアレート、トリグリセリントリイソステアレー
ト、トリグリセリンジイソステアレート等の必須成分のポリグリセリンモノ脂肪酸エステ
ルに分類されないポリグリセリンの脂肪酸エステル類、ジメチルポリシロキサン、メチル
フェニルポリシロキサン、ジフェニルポリシロキサン等の鎖状ポリシロキサン、オクタメ
チルシクロテトラシロキサン、デカメチルシクロペンタシロキサン、ドデカメチルシクロ
ヘキサンシロキサン等の環状ポリシロキサン等が好適に例示できる。これらは唯一種を含
有することも出来るし、二種以上を組み合わせて含有することも出来る。
【００１０】
　これらの内、特に好ましい成分は、ジグリセリンテトラオレート、ジグリセリンジオレ
ート、ジグリセリントリオレート、ジグリセリンテトライソステアレート、ジグリセリン
トリイソステアレート、ジグリセリンジイソステアレート、トリグリセリンペンタオレー
ト、トリグリセリンテトラオレート、トリグリセリントリオレート、トリグリセリンジオ
レート、トリグリセリンペンタイソステアレート、トリグリセリンテトライソステアレー
ト、トリグリセリントリイソステアレート、トリグリセリンジイソステアレート等の必須
成分のポリグリセリンモノ脂肪酸エステルに分類されないポリグリセリンの脂肪酸エステ
ル類であり、中でもジグリセリンのテトラオレートを含有することが特に好ましい。これ
らは唯一種を含有することも出来るし、二種以上を組み合わせて含有させることも出来る
。特に好ましい形態は、前記ジグリセリンテトラオレートのみを含有する形態である。又
、ジグリセリンテトラオレートの含有量としては、化粧料組成物全量に対して、１～３５
質量％が好ましく、３～３０質量％がより好ましい。これは、この範囲において優れた溶
剤効果を発揮し、クレンジング作用に優れるためである。又、１気圧２５℃の条件下で液
状の油脂の含有量としては、総量で、化粧料組成物全量に対して、５～５０質量％が好ま
しく、より好ましくは７～４５質量％である。
【００１１】
（２）本発明の化粧料（化粧料組成物）の必須成分である脂肪酸石鹸
　本発明の化粧料は、脂肪酸石鹸を必須成分として含有し、水中油乳化形態を取ることを
特徴とする。本発明の化粧料の含有できる脂肪酸石鹸の内、石鹸を形成するアルカリ成分
としては、通常化粧料で使用されるアルカリ成分であれば特段の限定無く使用することが
出来、例えば、ナトリウム、カリウム等のアルカリ金属、カルシウム、マグネシウム等の
アルカリ土類金属、アンモニウム、トリエタノールアミン、トリエチルアミン等の有機ア
ミン塩、リジン、アルギニン等の塩基性アミノ酸等が好ましく例示できる。特に好ましい
ものはアルカリ金属の塩をとる形であり、中でもナトリウムとカリウムを併用する形態が
特に好ましい。この場合の量比としては、水酸化物の形において、質量比で、水酸化ナト
リウム１～１０に対して、水酸化カリウム９９～９０であることが好ましい。この様な石
鹸を形成させるためには、これらのアルカリは、水酸化物の形で脂肪酸と反応させればよ
い。アルカリの含有量は、水酸化物の形態の総量で０．５～４質量％が好ましく、１～３
質量％がより好ましい。
【００１２】
　又、脂肪酸石鹸を構成する脂肪酸部分としては、通常化粧料で使用されているものであ
れば、特段の限定をされず用いることが出来、例えば、ラウリン酸、ミリスチン酸、パル
ミチン酸、ステアリン酸、ベヘン酸等の飽和直鎖脂肪酸、オレイン酸、リノール酸、リノ
レイン酸等の不飽和直鎖脂肪酸、イソステアリン酸等の分岐脂肪酸、リチノレイン酸、１
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２－ヒドロキシステアリン酸等のヒドロキシ脂肪酸などが好ましく例示できる。かかる石
鹸を構成する脂肪酸は唯一種を含有させることも出来るし、二種以上を組み合わせて含有
させることも出来る。本発明の化粧料に於ける脂肪酸の含有量は、脂肪酸として、総量で
、１～１５質量％が好ましく、３～１０質量％がより好ましい。これは脂肪酸石鹸が本発
明の化粧料では親水性の乳化剤として働くため、少なすぎると乳化系が安定しない場合が
存し、多すぎると経時的に粘度が増加するなどの使用性を損なう場合が存するためである
。
【００１３】
　脂肪酸を組み合わせて石鹸として用いる場合に於いて、ヒドロキシ脂肪酸を含有させる
ことは、乳化安定性を向上せしめる意味で好ましい。この様な効果を奏するためには、ヒ
ドロキシ脂肪酸は、化粧料全量に対して０．１～１質量％含有することが好ましい。
【００１４】
（３）本発明の化粧料（化粧料組成物）の必須成分であるポリグリセリンのモノ脂肪酸エ
ステル
　本発明の化粧料は、ポンプフォーマーを用いて泡沫を吐出するエアゾール化粧料であっ
て、ポリグリセリンのモノ脂肪酸エステルを含有することを特徴とする。本発明の化粧料
で使用できるポリグリセリンの脂肪酸エステルとしては、遊離の水酸基を有し、界面活性
作用が存すれば、特段の限定無く使用できるが、親水性のポリグリセリンのモノ脂肪酸エ
ステルと、親油性のポリグリセリンのモノ脂肪酸エステルの２種を含んだ形態で組み合わ
せて含有させることが好ましい。前記親水性のポリグリセリンの脂肪酸エステルとしては
、これを構成するポリグリセリン部分としては、グリセリンの重合度が５～１５のものが
好ましく、７～１２のものが特に好ましい。又、脂肪酸残基としては、通常知られている
ものであれば、特段の限定無く使用することが出来、例えば、炭素数１０～３０の直鎖脂
肪酸残基、分岐鎖を有する脂肪酸残基、環状構造を有する脂肪酸残基、不飽和結合を有す
る脂肪酸残基などが好ましく例示でき、具体的には、例えば、ラウリン酸残基、ミリスチ
ン酸残基、パルミチン酸残基、ステアリン酸残基、ベヘン酸残基、イソステアリン酸残基
、オクチルドデカン酸残基、オレイン酸残基、リノール酸残基、リノレイン酸残基などが
好ましく例示できる。より好ましいものとしては、ラウリン酸残基、ステアリン酸残基、
イソステアリン酸残基或いはオレイン酸残基などが例示できる。この様な親水性のポリグ
リセリンの脂肪酸エステルとしては、デカグリセリンのモノ脂肪酸エステルが好ましく例
示でき、中でも、デカグリセリンモノオレートが特に好ましい。親油性の界面活性剤とし
てのポリグリセリンのモノ脂肪酸エステルに於ける、ポリグリセリン部分のグリセリンの
重合度は２～５が好ましく、２乃至は３が特に好ましい。脂肪酸部分については、例えば
、炭素数１０～３０の直鎖脂肪酸残基、分岐鎖を有する脂肪酸残基、環状構造を有する脂
肪酸残基、不飽和結合を有する脂肪酸残基などが好ましく例示でき、具体的には、例えば
、ラウリン酸残基、ミリスチン酸残基、パルミチン酸残基、ステアリン酸残基、ベヘン酸
残基、イソステアリン酸残基、オクチルドデカン酸残基、オレイン酸残基、リノール酸残
基、リノレイン酸残基などが好ましく例示できる。より好ましいものとしては、ラウリン
酸残基、ステアリン酸残基、イソステアリン酸残基或いはオレイン酸残基などが例示でき
、ラウリン酸残基が特に好ましい。特に好ましくはジグリセリンモノラウレートである。
本発明の化粧料では、かかるポリグリセリンの脂肪酸エステルは、親水性の界面活性剤で
あるものと、親油性の界面活性剤であるものの、それぞれ唯一種を含有させることも出来
るし、二種以上を組み合わせて含有させることも出来る。本発明の化粧料に於ける、前記
ポリグリセリンのモノ脂肪酸エステルの好ましい含有量は、化粧料全量に対して、０．１
～５質量％が好ましく、０．５～４質量％がより好ましい。
【００１５】
（４）本発明の化粧料の必須構成要素であるポンプフォーマー容器
　本発明の化粧料は、前記必須成分を含有する、化粧料組成物をポンプフォーマー容器に
充填してなることを特徴とする。ポンプフォーマー容器からの化粧料組成物の吐出は、予
め充填されている圧搾ガスによるものではなく、ポンプ動作によって生じる空気の吹き込
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みによって生じる外気圧より高い空気によるものであることが好ましい。この様なポンプ
フォーマーには市販品が存し、インターネット上でも購入することが出来る。（http://w
ww.vanbe.net/awa.htm）この様な市販のポンプフォーマー容器を本発明の化粧料では利用
することが出来る。
【００１６】
（５）本発明の化粧料
　本発明の化粧料は、前記必須成分を含有する化粧料組成物を、前記ポンプフォーマー容
器充填してなることを特徴とする。本発明の化粧料組成物は、前記必須成分以外に、化粧
料で通常使用される任意成分を含有することが出来る。この様な任意成分としては、例え
ば、この様な任意成分としては、例えば、硬化ヤシ油、硬化油、モクロウ、硬化ヒマシ油
、ミツロウ、キャンデリラロウ、カルナウバロウ、イボタロウ、ラノリン、還元ラノリン
、硬質ラノリン、ホホバロウ等のワックス類、オゾケライト、パラフィン、セレシン、ワ
セリン、マイクロクリスタリンワックス等の固形炭化水素類、セチルアルコール、ステア
リルアルコール、ベヘニルアルコール、セトステアリルアルコール等の高級アルコール等
、アミノ変性ポリシロキサン、ポリエーテル変性ポリシロキサン、アルキル変性ポリシロ
キサン、フッ素変性ポリシロキサン等の変性ポリシロキサン等のシリコーン類、ラウリル
硫酸カリウム、アルキル硫酸トリエタノールアミンエーテル等のアニオン界面活性剤類、
塩化ステアリルトリメチルアンモニウム、塩化ベンザルコニウム、ラウリルアミンオキサ
イド等のカチオン界面活性剤類、イミダゾリン系両性界面活性剤（２－ココイル－２－イ
ミダゾリニウムヒドロキサイド－１－カルボキシエチロキシ２ナトリウム塩等）、ベタイ
ン系界面活性剤（アルキルベタイン、アミドベタイン、スルホベタイン等）、アシルメチ
ルタウリン等の両性界面活性剤類、ソルビタン脂肪酸エステル類（ソルビタンモノステア
レート、セスキオレイン酸ソルビタン等）、グリセリン脂肪酸類（モノステアリン酸グリ
セリン等）、プロピレングリコール脂肪酸エステル類（モノステアリン酸プロピレングリ
コール等）、硬化ヒマシ油誘導体、グリセリンアルキルエーテル、ＰＯＥソルビタン脂肪
酸エステル類（ＰＯＥソルビタンモノオレエート、モノステアリン酸ポリオキエチレンソ
ルビタン等）、ＰＯＥソルビット脂肪酸エステル類（ＰＯＥ－ソルビットモノラウレート
等）、ＰＯＥグリセリン脂肪酸エステル類（ＰＯＥ－グリセリンモノイソステアレート等
）、ＰＯＥ脂肪酸エステル類（ポリエチレングリコールモノオレート、ＰＯＥジステアレ
ート等）、ＰＯＥアルキルエーテル類（ＰＯＥ２－オクチルドデシルエーテル等）、ＰＯ
Ｅアルキルフェニルエーテル類（ＰＯＥノニルフェニルエーテル等）、プルロニック型類
、ＰＯＥ・ＰＯＰアルキルエーテル類（ＰＯＥ・ＰＯＰ２－デシルテトラデシルエーテル
等）、テトロニック類、ＰＯＥヒマシ油・硬化ヒマシ油誘導体（ＰＯＥヒマシ油、ＰＯＥ
硬化ヒマシ油等）、ショ糖脂肪酸エステル、アルキルグルコシド等の非イオン界面活性剤
類、ポリエチレングリコール、グリセリン、１，３－ブチレングリコール、エリスリトー
ル、ソルビトール、キシリトール、マルチトール、プロピレングリコール、ジプロピレン
グリコール、ジグリセリン、イソプレングリコール、１，２－ペンタンジオール、２，４
－ヘキシレングリコール、１，２－ヘキサンジオール、１，２－オクタンジオール等の多
価アルコール類、ピロリドンカルボン酸ナトリウム、乳酸、乳酸ナトリウム等の保湿成分
類、グアガム、クインスシード、カラギーナン、ガラクタン、アラビアガム、ペクチン、
マンナン、デンプン、キサンタンガム、カードラン、メチルセルロース、ヒドロキシエチ
ルセルロース、カルボキシメチルセルロース、メチルヒドロキシプロピルセルロース、コ
ンドロイチン硫酸、デルマタン硫酸、グリコーゲン、ヘパラン硫酸、ヒアルロン酸、ヒア
ルロン酸ナトリウム、トラガントガム、ケラタン硫酸、コンドロイチン、ムコイチン硫酸
、ヒドロキシエチルグアガム、カルボキシメチルグアガム、デキストラン、ケラト硫酸，
ローカストビーンガム，サクシノグルカン，カロニン酸，キチン，キトサン、カルボキシ
メチルキチン、寒天、ポリビニルアルコール、ポリビニルピロリドン、カルボキシビニル
ポリマー、ポリアクリル酸ナトリウム、ポリエチレングリコール、ベントナイト等の増粘
剤、表面を処理されていても良い、マイカ、タルク、カオリン、合成雲母、炭酸カルシウ
ム、炭酸マグネシウム、無水ケイ酸（シリカ）、酸化アルミニウム、硫酸バリウム等の粉
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体類、表面を処理されていても良い、ベンガラ、黄酸化鉄、黒酸化鉄、酸化コバルト、群
青、紺青、酸化チタン、酸化亜鉛の無機顔料類、表面を処理されていても良い、雲母チタ
ン、魚燐箔、オキシ塩化ビスマス等のパール剤類、レーキ化されていても良い赤色２０２
号、赤色２２８号、赤色２２６号、黄色４号、青色４０４号、黄色５号、赤色５０５号、
赤色２３０号、赤色２２３号、橙色２０１号、赤色２１３号、黄色２０４号、黄色２０３
号、青色１号、緑色２０１号、紫色２０１号、赤色２０４号等の有機色素類、ポリエチレ
ン末、ポリメタクリル酸メチル、ナイロン粉末、オルガノポリシロキサンエラストマー等
の有機粉体類、パラアミノ安息香酸系紫外線吸収剤、アントラニル酸系紫外線吸収剤、サ
リチル酸系紫外線吸収剤、桂皮酸系紫外線吸収剤、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤、糖系
紫外線吸収剤、２－（２’－ヒドロキシ－５’－ｔ－オクチルフェニル)ベンゾトリアゾ
ール、４－メトキシ－４’－ｔ－ブチルジベンゾイルメタン等の紫外線吸収剤類、エタノ
ール、イソプロパノール等の低級アルコール類、ビタミンＡ又はその誘導体、ビタミンＢ
6塩酸塩，ビタミンＢ6トリパルミテート，ビタミンＢ6ジオクタノエート，ビタミンＢ2又
はその誘導体，ビタミンＢ12，ビタミンＢ15又はその誘導体等のビタミンＢ類、α－トコ
フェロール，β－トコフェロール，γ－トコフェロール，ビタミンＥアセテート等のビタ
ミンＥ類、ビタミンＤ類、ビタミンＨ、パントテン酸、パンテチン、ピロロキノリンキノ
ン等のビタミン類などが好ましく例示できる。本発明の化粧料組成物は、これらの成分を
常法に従って処理することにより製造することが出来る。この様な形態の化粧料組成物は
水中油乳化剤形の乳液乃至はクリームの性状を有する。
【００１７】
　かくして得られた化粧料組成物を、ポンプフォーマー容器に充填してなる本発明の化粧
料は、水中油乳化物でありながら、細やかな泡の形態で吐出され、水性汚れと良く馴染ん
でそれを落とす作用に優れると同時に、内相に含有される油脂類が、泡沫形成時に変形し
た液晶を形成し、該液晶の親油性物質取込効果により、油性汚れをも落とす作用に優れる
。
【００１８】
　以下に、実施例を挙げて、本発明について更に詳細に説明を加えるが、本発明がかかる
実施例にのみ限定されないことは言うまでもない。
【実施例１】
【００１９】
　以下に示す処方に従って、本発明の化粧料組成物である、乳化剤形の化粧料組成物１を
製造した。即ち、イ、ロの成分を８０℃に加温し、攪拌下イに徐々にロを加え乳化し、攪
拌冷却して水中油乳化剤形の柔らかいクリーム状の化粧料組成物１を得た。これをポンプ
フォーマー容器に充填して、本発明の化粧料１とした。
【００２０】
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【表１】

【００２１】
 ＜試験例１＞
　化粧料１のクレンジング効果について調べた。即ち、下記に処方を示すアイライナーを
用いて、前腕内側部に設けた１ｃｍ×２ｃｍの部位に一様にアイライナーを塗布し、吐出
させた、０．１ｇの化粧料組成物１を良く擦過してなじませ、カット綿で拭き取りをした
後、流水で洗い流し、乾燥させた後に、未処置の部位との色差（ΔＥ）を計測した。化粧
料１のジグリセリンモノラウレートとデカグリセリンモノオレートとをＰＯＥ（２０）オ
レイン酸エステルに置換し、化粧料組成物を作成し、これをポンプフォーマーに充填して
得た比較例１、脂肪酸とアルカリをＰＯＥ（４５）ステアリン酸エステルに置換しし、化
粧料組成物を作成し、これをポンプフォーマーに充填して得た比較例２も作成し、同様に
試験した。試験結果を表２に示す。これより、本発明の化粧料はクレンジング作用に優れ
ることが判る。又、この優れたクレンジング効果は、ポリグリセリンのモノ脂肪酸エステ
ルと脂肪酸石鹸の組合せによって相乗的に発現することも判る。尚、比較例１、２とも吐
出状態はクリームであり、泡沫は形成しなかった。
【００２２】
（アイライナー）
マイクロクリスタリンワックス　　　　　　　　　　　　２０　　質量％
鉄黒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０　　質量％
セタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　　質量％
ステアリン酸　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　質量％
ステアリン酸亜鉛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　　質量％
モルフォリン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　質量％
１，３－ブタンジオール　　　　　　　　　　　　　　　　８　　質量％
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１　　質量％
ポリメタクリル酸メチルエマルション　　　　　　　　　３０　　質量％
【００２３】

【表２】

【００２４】
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＜試験例２＞
　試験例１のアイライナーを下記に示す水性ファンデーションに代えて、水性汚れ除去作
用を調べた。結果は表３に示す。これより、本発明の化粧料は水性汚れ除去効果にも優れ
ることが判る。
【００２５】
（水性ファンデーション）
二酸化チタン　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０　　質量％
黄酸化鉄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　　質量％
ベンガラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　　質量％
タルク　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４　　質量％
ベントナイト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２　　質量％
リン酸水素２ナトリウム　　　　　　　　　　　　　　　０．１質量％
エタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０　　質量％
アクリル酸樹脂ポリマーエマルション　　　　　　　　　５　　質量％
水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５２．９質量％
【００２６】
【表３】

【実施例２】
【００２７】
　実施例１と同様に、下記表４に従って、化粧料組成物２を作成し、これをポンプフォー
マーに充填し、化粧料２とした。このものは、試験例１の評価で色差は０．３３であり、
試験例２の評価で色差は０．４２であった。吐出性状もきめ細かい泡沫であった。化粧料
１と同様の効果を有していると思われる。
【００２８】
【表４】

【実施例３】
【００２９】
　実施例１と同様に、下記表５に従って、化粧料組成物３を作成し、これをポンプフォー
マーに充填し、化粧料３とした。このものは、試験例１の評価で色差は０．５４であり、
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試験例２の評価で色差は０．５９であった。吐出性状はやや粗い泡沫であった。化粧料１
と同様の効果を有していると思われるが、効果としては化粧料１の方が優れると判断され
る。これより、ポリグリセリンのモノ脂肪酸エステルは、２種組み合わせた方が好ましい
ことも判る。
【００３０】
【表５】

【実施例４】
【００３１】
　実施例１と同様に、下記表６に従って、化粧料組成物４を作成し、これをポンプフォー
マーに充填し、化粧料４とした。このものは、試験例１の評価で色差は０．５１であり、
試験例２の評価で色差は０．５４であった。吐出性状はやや粗い泡沫であった。化粧料１
と同様の効果を有していると思われるが、効果としては化粧料１の方が優れると判断され
る。これより、ヒドロキシ脂肪酸を含有するのが好ましいことが判る。
【００３２】
【表６】

【実施例５】
【００３３】
　実施例１と同様に、下記表７に従って、化粧料組成物５を作成し、これをポンプフォー
マーに充填し、化粧料５とした。このものは、試験例１の評価で色差は０．５６であり、
試験例２の評価で色差は０．４９であった。吐出性状はやや粗い泡沫であった。化粧料１
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る。これより、分岐状の脂肪酸である、イソステアリン酸を含有するのが好ましいことが
判る。
【００３４】
【表７】

【産業上の利用可能性】
【００３５】
　本発明は、化粧ステップを簡便化させるのに好適な泡沫化粧料に応用できる。
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